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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月4日(2018.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビットストリームの中のビデオ情報をコード化するための装置であって、
　前記ビットストリームの中の複数のビデオレイヤに関連するビデオ情報を記憶するよう
に構成されたメモリと、前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、複数の
ビットストリームパーティションに分割され、ここにおいて、各ビットストリームパーテ
ィションが、前記複数のビデオレイヤのうちの少なくとも１つを含み、
　前記メモリと通信しており、前記複数のビットストリームパーティションのうちの第１
のビットストリームパーティション内の第１のパーティション単位に適用可能なビットス
トリーム適合パラメータを処理するように構成されたプロセッサと、ここにおいて、前記
第１のパーティション単位は、前記第１のビットストリームパーティションの一部である
前記複数のビデオレイヤのうちの１つ以上のビデオレイヤに属するが、前記第１のビット
ストリームパーティションの一部でない前記複数のビデオレイヤのうちの１つ以上の他の
ビデオレイヤに属さないＶＣＬ　ＮＡＬ単位を含む、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、ビットストリームパーティシ
ョンの１つ以上の利用可能な組合せを規定する区分方式に従って、前記１つ以上のビット
ストリームパーティションに分割される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク抽象化レイ
ヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーティションに
属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１のパーティシ
ョン単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１の
パーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパー
ティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが、前記第１
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のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ単位に適用
可能でない、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に関連する、
前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビットストリー
ム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの中に収まる
ことができる復号単位の最大数を上回る、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ビットストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、前記第
１のパーティション単位の中に収まることができるコード化ツリーブロック（ＣＴＢ）の
最大数に等しい最大値を上回らない、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連続したネッ
トワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットを含む複数の復号単位を含み、ここにおいて、
前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記複数のビットストリーム
パーティションのうちの１つのみに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連続したネッ
トワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにおいて、前記
ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記ビットストリームの中の単一
のピクチャに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記ビットストリームが、第１の復号単位がコード化ピクチャバッファ（ＣＰＢ）から
いつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連する前記第１の復号単位と、第２
の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規定する第２の除去時間に関連する
前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１の除去時間が前記第２の除去時間
よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位に復号順序において先行し、ここ
において、前記ビットストリームが可変ビットレートを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１のビットストリームパーティションが、第１の復号単位がコード化ピクチャバ
ッファ（ＣＰＢ）からいつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連する前記第
１の復号単位と、第２の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規定する第２
の除去時間に関連する前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１の除去時間
が前記第２の除去時間よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位に復号順序
において先行し、ここにおいて、前記第１のビットストリームパーティションが前記複数
のビデオレイヤのうちの最低レイヤを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　ビットストリームの中のビデオ情報をコード化する方法であって、
　複数のビットストリームパーティションのうちの第１のビットストリームパーティショ
ン内の第１のパーティション単位に適用可能なビットストリーム適合パラメータを処理す
ることと、各ビットストリームパーティションが、前記ビットストリームの中の複数のビ
デオレイヤのうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記第１のパーティション単
位は、前記第１のビットストリームパーティションの一部である前記複数のビデオレイヤ
のうちの１つ以上のビデオレイヤに属するが、前記第１のビットストリームパーティショ
ンの一部でない前記複数のビデオレイヤのうちの１つ以上の他のビデオレイヤに属さない
ＶＣＬ　ＮＡＬ単位を含む、
　前記ビットストリームの中の前記第１のビットストリームパーティションに関連するシ
ンタックス要素をコード化することと
　を備える方法。
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【請求項１１】
　前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤを、ビットストリームパーティシ
ョンの１つ以上の利用可能な組合せを規定する区分方式に従って、前記１つ以上のビット
ストリームパーティションに分割することを更に備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク抽象化レイ
ヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーティションに
属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１のパーティシ
ョン単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１の
パーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパー
ティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが、前記第１
のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ単位に適用
可能でない、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に関連する、
前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビットストリー
ム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの中に収まる
ことができる復号単位の最大数を上回る、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ビットストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、前記第
１のパーティション単位の中に収まることができるコード化ツリーブロック（ＣＴＢ）の
最大数に等しい最大値を上回らない、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　実行されたとき、装置に、請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の方法を行わせる
コードを備えるコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　[0184]本発明の様々な実施形態について説明した。これら及び他の実施形態は、以下の
特許請求の範囲内に入る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ビットストリームの中のビデオ情報をコード化するための装置であって、
　前記ビットストリームの中の複数のビデオレイヤに関連するビデオ情報を記憶するよう
に構成されたメモリと、前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、複数の
ビットストリームパーティションに分割され、ここにおいて、各ビットストリームパーテ
ィションが、前記複数のビデオレイヤのうちの少なくとも１つを含み、
　前記メモリと通信しており、前記複数のビットストリームパーティションのうちの第１
のビットストリームパーティションに関連するビットストリーム適合パラメータを処理す
るように構成されたプロセッサと、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータ
が、前記第１のビットストリームパーティションに適用可能であるが、前記第１のビット
ストリームパーティションによって包含されない、前記ビットストリームの別の部分に適
用可能でない、
　を備える装置。
［Ｃ２］　前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、ビットストリームパ
ーティションの１つ以上の利用可能な組合せを規定する区分方式に従って、前記１つ以上
のビットストリームパーティションに分割される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク抽
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象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーティ
ションに属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１のパ
ーティション単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、前
記第１のパーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第
１のパーティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが、
前記第１のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ単
位に適用可能でない、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に関
連する、前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビット
ストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの中
に収まることができる復号単位の最大数を上回る、Ｃ３に記載の装置。
［Ｃ５］　前記ビットストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が
、前記第１のパーティション単位の中に収まることができるコード化ツリーブロック（Ｃ
ＴＢ）の最大数に等しい最大値を上回らない、Ｃ４に記載の装置。
［Ｃ６］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連続
したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットを含む複数の復号単位を含み、ここに
おいて、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記複数のビットス
トリームパーティションのうちの１つのみに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ１に
記載の装置。
［Ｃ７］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連続
したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにおい
て、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記ビットストリームの
中の単一のピクチャに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ８］　前記ビットストリームが、第１の復号単位がコード化ピクチャバッファ（ＣＰ
Ｂ）からいつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連する前記第１の復号単位
と、第２の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規定する第２の除去時間に
関連する前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１の除去時間が前記第２の
除去時間よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位に復号順序において先行
し、ここにおいて、前記ビットストリームが可変ビットレートを有する、Ｃ１に記載の装
置。
［Ｃ９］　前記第１のビットストリームパーティションが、第１の復号単位がコード化ピ
クチャバッファ（ＣＰＢ）からいつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連す
る前記第１の復号単位と、第２の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規定
する第２の除去時間に関連する前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１の
除去時間が前記第２の除去時間よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位に
復号順序において先行し、ここにおいて、前記第１のビットストリームパーティションが
前記複数のビデオレイヤのうちの最低レイヤを含む、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］　ビットストリームの中のビデオ情報をコード化する方法であって、
　複数のビットストリームパーティションのうちの第１のビットストリームパーティショ
ンに関連するビットストリーム適合パラメータを処理することと、各ビットストリームパ
ーティションが、前記ビットストリームの中の複数のビデオレイヤのうちの少なくとも１
つを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のビットス
トリームパーティションに適用可能であるが、前記第１のビットストリームパーティショ
ンによって包含されない、前記ビットストリームの別の部分に適用可能でない、
　前記ビットストリームの中の前記第１のビットストリームパーティションに関連するシ
ンタックス要素をコード化することと
　を備える方法。
［Ｃ１１］　前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤを、ビットストリーム
パーティションの１つ以上の利用可能な組合せを規定する区分方式に従って、前記１つ以
上のビットストリームパーティションに分割することを更に備える、Ｃ１０に記載の方法
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。
［Ｃ１２］　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク
抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーテ
ィションに属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１の
パーティション単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、
前記第１のパーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記
第１のパーティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが
、前記第１のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ
単位に適用可能でない、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に
関連する、前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビッ
トストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの
中に収まることができる復号単位の最大数を上回る、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記ビットストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数
が、前記第１のパーティション単位の中に収まることができるコード化ツリーブロック（
ＣＴＢ）の最大数に等しい最大値を上回らない、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連
続したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにお
いて、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記複数のビットスト
リームパーティションのうちの１つのみに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ１０に
記載の方法。
［Ｃ１６］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連
続したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにお
いて、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記ビットストリーム
の中の単一のピクチャに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１７］　前記ビットストリームが、第１の復号単位がコード化ピクチャバッファ（Ｃ
ＰＢ）からいつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連する前記第１の復号単
位と、第２の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規定する第２の除去時間
に関連する前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１の除去時間が前記第２
の除去時間よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位に復号順序において先
行し、ここにおいて、前記ビットストリームが可変ビットレートを有する、Ｃ１０に記載
の方法。
［Ｃ１８］　前記第１のビットストリームパーティションが、第１の復号単位がコード化
ピクチャバッファ（ＣＰＢ）からいつ除去されるべきかを規定する第１の除去時間に関連
する前記第１の復号単位と、第２の復号単位が前記ＣＰＢからいつ除去されるべきかを規
定する第２の除去時間に関連する前記第２の復号単位とを含み、ここにおいて、前記第１
の除去時間が前記第２の除去時間よりも遅く、前記第２の復号単位が前記第１の復号単位
に復号順序において先行し、ここにおいて、前記第１のビットストリームパーティション
が前記複数のビデオレイヤのうちの最低レイヤを含む、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１９］　実行されたとき、装置に、
　ビットストリームの中の複数のビデオレイヤに関連するビデオ情報を記憶することと、
前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、複数のビットストリームパーテ
ィションに分割され、ここにおいて、各ビットストリームパーティションが、前記複数の
ビデオレイヤのうちの少なくとも１つを含む、
　前記複数のビットストリームパーティションのうちの第１のビットストリームパーティ
ションに関連するビットストリーム適合パラメータを処理することと、ここにおいて、前
記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のビットストリームパーティションに適
用可能であるが、前記第１のビットストリームパーティションによって包含されない、前
記ビットストリームの別の部分に適用可能でない、
　を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
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［Ｃ２０］　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク
抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーテ
ィションに属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１の
パーティション単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、
前記第１のパーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記
第１のパーティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが
、前記第１のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ
単位に適用可能でない、Ｃ１９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２１］　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に
関連する、前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビッ
トストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの
中に収まることができる復号単位の最大数を上回る、Ｃ２０に記載のコンピュータ可読媒
体。
［Ｃ２２］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連
続したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにお
いて、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記複数のビットスト
リームパーティションのうちの１つのみに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ１９に
記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２３］　ビットストリームの中のビデオ情報をコード化するように構成されたビデオ
コード化機器であって、
　前記ビットストリームの中の複数のビデオレイヤに関連するビデオ情報を記憶するため
の手段と、前記ビットストリームの中の前記複数のビデオレイヤが、複数のビットストリ
ームパーティションに分割され、ここにおいて、各ビットストリームパーティションが、
前記複数のビデオレイヤのうちの少なくとも１つを含む、
　前記複数のビットストリームパーティションのうちの第１のビットストリームパーティ
ションに関連するビットストリーム適合パラメータを処理するための手段と、ここにおい
て、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のビットストリームパーティショ
ンに適用可能であるが、前記第１のビットストリームパーティションによって包含されな
い、前記ビットストリームの別の部分に適用可能でない、
　を備えるビデオコード化機器。
［Ｃ２４］　前記ビットストリームが、前記ビットストリームの中の複数のネットワーク
抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含むアクセス単位と、前記第１のビットストリームパーテ
ィションに属する、前記アクセス単位の前記複数のＮＡＬ単位のサブセットを含む第１の
パーティション単位とを含み、ここにおいて、前記ビットストリーム適合パラメータが、
前記第１のパーティション単位に関連し、前記ビットストリーム適合パラメータが、前記
第１のパーティション単位の前記複数のＮＡＬ単位の前記サブセットに適用可能であるが
、前記第１のパーティション単位によって包含されない、前記アクセス単位の他のＮＡＬ
単位に適用可能でない、Ｃ２３に記載のビデオコード化機器。
［Ｃ２５］　前記ビットストリーム適合パラメータが、前記第１のパーティション単位に
関連する、前記ビットストリームの中の復号単位の数を規定し、ここにおいて、前記ビッ
トストリーム適合パラメータによって規定される復号単位の前記数が、単一のピクチャの
中に収まることができる復号単位の最大数を上回る、Ｃ２４に記載のビデオコード化機器
。
［Ｃ２６］　前記ビットストリームが、各々が前記ビットストリームの中の１つ以上の連
続したネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む複数の復号単位を含み、ここにお
いて、前記ビットストリームの中の前記複数の復号単位の各々が、前記複数のビットスト
リームパーティションのうちの１つのみに属する１つ以上のＮＡＬ単位を含む、Ｃ２３に
記載のビデオコード化機器。
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